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本発表では、パリ第三大学において準備中のDEA（博士準備課程に相当）論文の研究計画を紹介し、貴重なご意見をいただいた。

当研究は日本語を母語とするフランス語学習者が肯定文の文末においてどのようなプロソディー的特徴を呈するかという点に着目し、主に二語の内容語が機能語によって結びつけられた形の短文を学習者が読み上げた文を題材とし、母音と音節の長さ、基本周波数(F0)、強さ(intensity)の三つの音響パラメーターを計測するものである。

発表ではまずはフランス語と日本語におけるプロソディーの共通点と相違点について先行研究を概観した。

まず文レベルのイントネーションについては、フランス語では文末から二番目の語の最終音節にかけてF0の上昇が見られ、そこから文末にかけて下降していくという傾向があるのに対し、日本語ではこのような上昇と下降の対比はみられない。

語アクセントについては、日本語ではF0の下降によってアクセントが示されるのに対し、フランス語では各語ごとにアクセントが何らかの音響的特徴を示すのではなく、語群から成る句の末が伸長されるという形でアクセントが実現する。F0については、日本語のように特定のパタン（日本語の場合には下降）と結びついているということはない。

これらの特徴を鑑み、学習者の読み上げ文に見られる特徴として、1)日本語の語アクセント（とくに借用語におけるアクセント）を反映したF0の下降が見られる、2)仏語母語話者に見られる、後から二番目の語のF0を上昇させるという傾向が見られない、3)文末における伸長が母語話者ほど顕著でない、等の仮説を提示した。
